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２．留学生・海外留学相談部門 

 
留学生・海外留学相談部門の活動対象は、1) 一橋大学に在籍する留学生、2) 留学生の支

援や交流を希望する日本人学生、3) 留学を希望する日本人学生、及び 4) 留学生の問題を

解決するために連携する教職員等である。2015 年度の留学生・海外留学相談部門の業務

は、国際教育センター相談部門教員（阿部仁）、国際教育センター兼務で各研究科に所属

する留学生専門教育教員（商学研究科：渡部由紀、経済学研究科：奇春花、法学研究科：

新見有紀子、社会学研究科：産休につき不在）、国際課に所属する留学生アドバイザー（五

嶋春奈）および社会学研究科に所属する留学生アドバイザー（小林安可里）が担当した。 
留学生・海外留学相談部門の教員は国際教育分野における学生相談及び学生支援に携

わっている。これらの業務は 1) 外国人留学生の相談に応じ、問題解決を図る「留学生

生活相談」と、派遣留学や短期海外研修参加のプランニングを支援する「海外留学相談」、

2) 外国人留学生の適応上の問題を未然に防ぎ、学内での異文化理解の認識を高める「オ

リエンテーション・留学生教育支援」、3) 本学学生の留学を促す「海外留学の推進」、及

び 4) 海外留学や国際教育交流の理解を深める「授業の提供」の 4 つに分けられる。 
「留学生生活相談・海外留学相談」とは学生との一対一のアドバイジングであり、問

題解決から情報提供まで幅広い活動が含まれる。「オリエンテーション・国際交流支援」

には、1) オリエンテーション・プログラムの提供やガイドブックの出版、2) 外国人留学

生向け個別チューターの運営、3) 留学生と日本人学生向けのランゲージ・コミュニティ

の運営、4) 国際資料室と日本語指導チュータープログラムの運営、5) 探訪旅行など留学

生の日本社会や文化への理解を促す活動などがある。「海外留学の推進」には、1) 学内留

学フェアへの運営参加、2) 派遣留学生向け渡航前オリエンテーション、3)「短期海外研

修：国境・文化を超える能力育成プログラム」（オーストラリア、中国、韓国、スペイン

企業派遣）の実施などがある。また、相談室の教員が提供した授業には、学部生向けの全

学共通教育科目及び国際交流科目（「4. 授業の提供」を参照）がある。 
 

１．留学生生活相談と海外留学相談 

1) 相談室の開室日程及び担当者 

学期中の相談室開室日は、夏学期は 2015 年 3 月 30 日（月）～7 月 30 日（木）、冬学

期は 2015 年 9 月 28 日（月）～2016 年 2 月 3 日（水）であった。開室時間は概ね月曜日

～金曜日の午前 10 時～午後 1 時、午後 2 時～午後 5 時で、表 1 の担当表に基づいた相談

員が各曜日を担当した。夏期休業期間の 7 月 31 日（金）～9 月 25 日（金）及び春期休

業期間の 2016 年 2 月 4 日（木）～4 月 1 日（金）は午前 10 時～午後 1 時で開室したが、

相談員の担当制度は、表 1 の曜日ごとの担当者制ではなく、相談員 1 名が必ず在室する

ことを優先した柔軟な交代制とした。 
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表 1 相談室担当者の一覧 （2015 年度） 

曜日 留学生相談室 
（10-13、14-17 時） 

海外留学相談コーナー
（10-13、14-17 時） 

月 奇 春花 阿部 仁

火 新見 有紀子 五嶋 春奈

水 小林 安可里 閉室

木 五嶋 春奈 留学生相談室にて対応

金 渡部 由紀 五嶋 春奈

 

2) 相談状況の分類 

① 相談件数と領域 
図 1 は 2015 年度の月別相談件数、表 2 は相談内容別件数と割合である。１年間で 809

件（昨年度 877 件）の相談を受け付けた。相談件数は前年より 68 件減少したものの、例

年通り 4 月と 10 月の相談のピーク時には、１カ月に 207 件と 128 件の相談があった。 
 

図 1 2015 年度月別相談件数 

 
 
2015 年度に件数が一番多かった相談内容は、「海外留学相談」（310 件、昨年度 331 件）

であった。昨年度に比べて相談件数が微減したものの、年間 300 件以上の相談があり、

本学学生の留学相談のニーズは依然として高い。非定型な留学相談は一人あたりの相談時

間が 40 分から 50 分程かかることが多いため、学期中は国際研究館一階にある国際資料

室に「海外留学相談コーナー」を設けて対応した。 
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海外留学相談の領域に含まれるものとして、短期海外研修（14 件、昨年度 27 件）や

「海外留学と国際教育交流」の授業などに関する教育内容の相談（20 件、昨年度 5 件）

がある。これら 3 つの相談内容を合わせると、2015 年度の海外留学関連の相談件数は

344 件にのぼり、全相談件数の 43%（昨年度は 41％）を占めた。留学生・海外留学部門

となる前年の 2009 年度においては、留学関連来談者数の割合は全体の12％前後だったこ

とを省みれば、海外留学相談業務が本相談室の基幹業務として定着したことを表している。 
 

表 2 2015 年度 相談内容別来談者状況 

相談内容 件数 ％ 
留学相談 310 38.3％
チューター 127 15.7％
チューター・オリエンテーション 122 15.1％
健康（心理） 31 3.8％
宿舎・住居 28 3.5％
生活・適応 26 3.2％
教育内容 25 3.1％
推薦状 20 2.5％
履修 20 2.5％
在留資格 18 2.2％
その他 17 2.1％
短期海外研修 14 1.7％
LC（ランゲージ・コミュニティ） 10 1.2％
奨学金 9 1.1％
会議 5 0.6％
進学 5 0.6％
減免 4 0.5％
サークル 4 0.5％
就職・進路 4 0.5％
行事 3 0.4％
人間関係 3 0.4％
健康（身体） 2 0.2％
アルバイト 1 0.1％
オリエンテーション 1 0.1％

合 計 809 100％
 
次に多かった相談領域は留学生の学習、語学支援に関わる活動である「チューター・

オリエンテーション」、「チューター」及び「ランゲージ・コミュニティ」である。これら

のプログラムは留学生の学習支援のみならず、日本人学生が外国人留学生と交流し国際感
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覚を育成できる機会でもある。留学相談に次いで多かった「チューター」（127 件、昨年

度 169 件）と 3 番目に多い「チューター・オリエンテーション」（122 件、昨年度 143 件）

を含め、チューター制度に関する相談が全体の36％を占めている。チューター・オリエ

ンテーションでは、チューター候補者と留学生の両者を共に相談室に呼び、チュートリア

ルの内容の確認、チュートリアル実施にあたっての注意事項、問題が起きた場合の対処な

どについて指導している。これは、チューター制度の有効性を高め、日本人学生と留学生

のトラブルを防止することを目的としている。また、国費研究生や日本語日本文化研修留

学生を受け持つチューターについては、この種の留学生の留学目的の一つが学術的な日本

語力の向上にあるため、日本語教育の訓練を受けている、もしくは日本語教育歴のある学

生にチューターを依頼し、留学生の学習ニーズに適したチューターとのマッチアップに努

めた。チューターが不足しがちな研究科にかぎっては、上級生の留学生をチューターとし

て採用することにより、この問題に対応した。 
その次に多かった相談領域は経済面に関する相談で、以下のように下位分類される。

奨学金申請のための「推薦状」（20 件、昨年度 24 件）、国際学生宿舎や交流会館への入退

寮に関する宿舎・住居（28 件、昨年度 18 件）、授業料の減免申請のための証明を求める

「減免」（4 件、昨年度 13 件）、そして奨学金相談などの「奨学金」（9 件、昨年度 5 件）

がある。奨学金に関するものでも推薦書を実際に書いた場合には、「推薦状」として分類

している。「アルバイト」に関する相談は、1 件（昨年度 2 件）であった。経済面に関係

する来談件数を合計すると 62 件（昨年度 62 件）となる。経済面に関する相談内容は生

活設計の建て直し、アルバイトや奨学金紹介などになるが、解決は難しいものが多い。心

理的に追いつめられていることが多いので、話を聞いていくことでそれでも何とかやって

いこうという気持ちをもってもらうことが大切である。この種の相談では、多くの場合、

どうして私は減免や奨学金がもらえないのかという制度や審査に対する不満があり、時間

をかけて学生の相談に乗る姿勢が求められる。 
「ランゲージ・コミュニティ」（10 件、昨年度 34 件）は、主に外国人留学生と日本人

学生による相互語学学習への登録申込や学生が自発的に語学学習パートナーを見つけるた

めのイベント運営である。従来のパートナー方式から、イベント交流を通じて語学学習

パートナーを見つけるフォーマットに変更したため、マッチングに必要となる個別相談が

減少した。特に、日本語会話力の向上に関心のある交換留学生にランゲージ・コミュニ

ティを利用してもらうことにより、チューター制度の本来の設立目的である「日本語によ

る授業履修支援」のために数少ない日本人チューターを研究生及び正規留学生向けに振り

分けることが可能となる。 
その他の相談領域としては、心理的な問題（31 件、昨年度 11 件）、身体的な問題（2

件、昨年度 1 件）がある。これらは他の項目と比べると複数回の来談及び長時間を要す

るケースが多く関係部門との連携において相談室が管制塔的な役割を果たすケースが多い。 
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② 来談者別内訳  

表 3 来談者の内訳 

来談者  件数 ％ 
留学生  363 44.9%
（内訳）  
学部生 83 
修士課程 164 
博士課程 26 
研究生 46 
日研生 0 
交流学生 2 
その他 38 

日本人学生  370 45.7%
（内訳）  
学部生 320 
修士課程 38 
博士課程 9 
その他 3 

教員  19 2.3%
職員  23 2.8%
外部  15 1.9%
地域  1 0.1%
その他  18 2.2%

総 計  809 100％
 

表 3 にある全来談者のうち、日本人学生の相談は 370 件（全体の 45.7％、昨年度 411
件/46.9％）、留学生による相談は 363 件（同 44.9％、昨年度は 395 件/45.0％）、教員は

19 件（同 2.3％、昨年度 11 件/1.6％）、職員は 23 件（同 2.8％、昨年度 29 件/2.3％）

であった。 
日本人学生の来談者数（370 件）は昨年度（411 件）より減少したものの、相談件数中

の割合としては昨年度と同じ割合で推移した。相談件数のうち 8 割は学部生によるもの

で留学相談について来室した学生に学部生が多いことが特徴である。 
一方、留学生の来談者は 363 件（昨年度 395 件）で、こちらもやや減少したものの、

相談件数中の割合としては昨年度と同じ割合で推移した。このうち 83 件（21％）が学部

生である。学部生の相談内容の特徴としては、1～2 年次は指導教員がいないので奨学金

などについての推薦を求めて来室すること等があげられる。 
修士課程の留学生の来談は 164 件と留学生相談の 45％を占める。修士課程の学生数が

増加し奨学金の受給が難しくなって経済的な問題を抱える学生が少なくない。経済的に厳
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しい中で、単位の取得、修士論文の執筆、卒業後の進路と数多くの問題に直面することが

ある。研究生の相談件数は 46 件であった。修士課程や博士課程の入学準備中である研究

生の訴える問題は深刻なものが多い。 
交流学生の生活相談は 2 件と、昨年度（32 件）から著しく減少した。交換留学生の学

部科目の履修指導は指導教員や学部教育教員、日本語授業の指導は日本語教員、生活相談

は留学生教育教員、HGP の履修相談は交流科目部門や国際課という役割分担を関連部門

が共通に認識して臨んだため、交流学生自身が状況に応じて的確に相談相手を選んでいる

ことが伺える。 
 
２．オリエンテーション・留学生教育支援 

1) 新入外国人留学生オリエンテーション・プログラム 

2015 年 4 月及び 10 月入学の大学院生、学部生、研究生、交流学生を対象に留学生オ

リエンテーションを行った。夏学期入学生のオリエンテーションは入学式前の 3 月 30 日

と 31 日に開催され、学部生、院生、研究生、交流学生を含めた 175 名が出席した（欠席

21 名）。冬学期入学生のオリエンテーションは 9 月 23 日から 25 日に開催され、大学院

生、研究生、交流学生ら計 117 名が出席した（欠席 3 名）。なお、留学生オリエンテー

ションに出席できなかった留学生については留学生相談室で個別にオリエンテーションを

実施した。研究生と交流学生には英語によるオリエンテーションを実施した。 
 
2) 外国人留学生向け個別チューター制度の運営 

外国人留学生向け個別チューター制度には、一般チューター制度と論文チューター制

度とがある。一般チューター制度とは、入学して間もない留学生（学部生や大学院生、研

究生、また一部交流学生も対象）が日本語で円滑に専門科目の学習・研究を進められるよ

う、入学後１年間に限り日本人学生とペアになって勉学上のサポートを受けられる制度で

ある。また後者の論文チューター制度は、修士論文や博士論文を執筆している大学院課程

の留学生を対象とするもので、論文提出前の 2 ヶ月間に限り論文の日本語や構成の

チェックを受けることができる制度である。 
両制度とも留学生自身がチューター候補者を探しペアを組むことが基本であるが、候

補者が見つからない留学生に対しては、相談室でもチューター志望の日本人学生を募集し、

留学生に紹介できるような仕組みを整えている。一般チューター制度の利用状況を見てみ

ると学部生より院生の利用が圧倒的に多いが、研究科や専門分野によってはチューター志

望の日本人院生が不足しており、チューター候補者が見つからず相談に訪れる大学院留学

生が多い。需要と供給のバランスをとるために、日本人院生へのチューター制度の周知を

工夫し、数年にわたり継続的にチューターを確保し、次年度以降も別の留学生を担当して

もらえるよう名簿管理方法を変更した。また今後は、留学生のニーズを調査・把握し、国
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際資料室の日本語指導チューター（（4）を参照）の効果的な運営とも合わせて検討して

いく必要があるだろう。 
 

3) ランゲージ・コミュニティ 

一橋大学ランゲージ・コミュニティ（Language Community：LC）とは、一橋大学の

外国人留学生と日本人学生とが相互に語学を勉強しあうことと異文化交流を目的とした活

動である。2010 年の活動開始から、今年度で 6 年目を迎えた。今年度は LC を担当する

経済学研究科講師・奇春花と、学生コーディネーター５名（2015 年 9 月までは、法学研

究科博士課程 3 年・濵田マリアナ、社会学部 2 年・渡部円馨；2015 年 10 月～現在は、

経済学部２年・溝渕達也、商学部 2 年・曽毅春、社会学部１年・竹内芙実香）がその運

営と管理を担当した。学生コーディネーターは、今年度も日本人学生と留学生の組み合わ

せで構成し、参加者の希望に適したサポートが提供できるよう工夫されている。2014 年

の 10 月から、従来の登録制ランゲージ・コミュニティを毎週水曜日のお昼の時間（12：
15-13：15）に行われるイベント型に変更し、参加者がいくつかのグループに分かれて日

本語かその他の言語で自由に話し合うスタイルになった。運営方法を変えることによって

より多くの学生に日本語と外国語で話す機会が提供できるようになった。また、2015 年

10 月からは学生コーディネーターが 3 人体制になり、より多様な形でイベントが提供で

きた。2015 年度は計 27 回の LC と 3 回の LC 特別企画（スポーツ大会、クリスマスイベ

ント、書初め）が行われ、延べ 368 名の外国人留学生と日本人学生が参加した（表 4）。
LC の参加者の中にはその後も自主的に交流を続けたり、言語交換パートナーになったり

する学生が多数いた。今後も運営方法について試行錯誤しながら改善していき、より多い

学生に異文化交流と言語を学ぶ機会を提供したい。 
 

表 4 LC 参加人数 

 開催回数 留学生 日本人学生 計 
LC（毎週水曜日） 27 回 172 名 115 名 287 名 
LC 特別企画 3 回 44 名 37 名 81 名 

計 30 回 216 名 152 名 368 名 
 

4) 国際資料室と日本語指導チュータープログラムの運営 

個別チューターとは別に全ての留学生が気軽に日本語の文章添削依頼や発表資料につ

いての相談などができるように、国際研究館１階の国際資料室にチューターが常駐してい

る。チューターは大学院の学生に依頼し、月曜日～金曜日の午前 10 時～午後 1 時、午後

2 時～午後 5 時まで、外国人留学生にライティング・サポートを提供した。担当者の一覧

を表 5 に示す。 
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表 5 国際資料室担当者一覧（2016 年 3 月現在） 

曜日 氏名・所属 

月 正清 健介（言語社会研究科博士課程） 

火 松浦 加奈子（社会学研究科博士課程） 

水 船橋 諒（商学研究科修士課程） 

木 川田 幸生（社会学研究科博士課程） 

金 井上 慶太（商学研究科博士課程） 

 
5) 留学生日本探訪旅行 

日本の文化、歴史、伝統及び自然を多角的に学ぶことを目的として、2015 年 8 月 4 日

～5 日（1 泊 2 日）に、栃木県の日光・鬼怒川を訪問するバス旅行を実施した。参加者は、

留学生 23 名、日本人学生 2 名、引率者として新見（法学研究科）、国際課職員の豊田、

松島が参加した。2013 年 2 月以来、留学生のみならず日本人学生の参加枠も一定数設け、

留学生と日本人学生の交流の場としてこの日本探訪旅行を位置づけて実施しているが、

2015 年度は日本人学生の参加希望者が今までで一番少なくなった。交流は仕掛け無しで

は発生しにくいとの反省から、2016 年度は日本人学生との交流に積極的な交流学生と外

国人留学生との交流に積極的な日本人学生が、探訪旅行の企画から実施まで参画するスタ

イルに変更する。留学生・海外留学相談部門の教員が夏学期に開講している「Explore 
Japan Seminar」と「留学生理解と国際教育交流」が一部合同授業で共同企画を行い、

両授業履修者を中心とする日本人と留学生に加え一般の外国人留学生を対象に探訪旅行の

募集を行う。 
 
３．海外留学の推進 

交換留学プログラムにて派遣された本学学生の数は増加傾向にある。短期海外研修の

参加人数は安定して推移していたが、2013 年度に始まったモニター留学制度の影響を受

けたためか、オーストラリア方面への短期留学人数は２０名以下にとどまっている。中

国、韓国方面の参加人数は、緊張状態がやや改善されてきた日中韓関係を反映してか、例

年に近い参加者が集まった（表 6）。 
 

表 6 留学生・海外留学相談部門が関わる海外留学プログラムの派遣学生数の推移（単位・人） 

派遣年度 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015
交換留学（派遣数） 32 23 36 52 71 63 74 96
短期：オーストラリア 29 24 18 25 26 20 12 17
短期：中国 15 12 6 8 7 6 2 8
短期：スペイン 10 6 6 6 6 6 6 6
短期：韓国 -- 6 6 6 5 5 3 4

合 計 86 71 72 97 115 107 97 131
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1) 学内留学フェアへの運営参加 

海外留学希望者へのガイダンス及び協定校紹介を目的とした一橋大学主催の留学フェア

は 4月23 日（水）に学内において開催され（参加者数 153 名）、相談室教職員は主に第二

部（分科会）の運営に参加した。ここでは各ブースに分かれての説明会が行われ、学生交

流協定校のほか、一橋大学国際課主催の「短期海外研修」であるオーストラリア・モナ

シュ大学、中国・北京大学、韓国・西江大学、スペイン企業研修などの情報提供が行われ

た。相談室の教職員は参加者に対し海外留学相談を行った。 
秋学期には、学生により早く留学準備を開始してもらうことを目的としてブース出展

形式による留学説明会を 9 月 25 日（金）にも開催し、国際課と国際教育センターが参画

した（参加者数 42 名）。相談室教職員は参加学生に対し海外留学相談を行った。秋学期

の説明会には派遣留学に選抜されなかった学生が多く参加したため、英語圏を中心に自費

留学の相談が集中した。これらの学生に対しては本学と奨学金の提携がある大学

（Western Michigan 大学）や外部の留学ネットワーク機構を紹介した。 
 

2) 派遣留学生向け渡航前オリエンテーション 

渡航前オリエンテーションとして、新たな環境に適応するための柔軟的思考を習得す

ることを目的とした「異文化適応オリエンテーション」を実施した。ここでは、派遣先で

の異文化との遭遇と適応において重要となる心的プロセスの理解や、適応のスキルアップ

に繋がるヒントを提示することを目的とし、具体的には、仮想的に作り出した異文化空間

で異文化との遭遇を体感してもらうアクティビティ（Albatross）や、2 つの異なる文化

を持つグループ間での異文化接触を仮想体験するアクティビティ（Bafabafa）などを織

り交ぜたオリエンテーションを実施した。半年ないし一年の留学生活を長期的視点で捉え

た場合の環境適応について、その傾向や現実的な対処方法を紹介するほか、いつもとは異

なる場面や環境に遭遇した際、その状況・状態把握に伴う心的なプロセスをできるだけ客

観的に捉え、意識的かつ柔軟的思考をもってそれらと向き合うトレーニングを行うなど、

派遣先でのパフォーマンスに役立つ情報を提供した（表 7）。冬出発向けの渡航前オリエ

ンテーションでは、危機管理と事務手続きに関するオリエンテーションも同日に実施した。

やむなき理由で異文化適応オリエンテーションを欠席した学生にはオリエンテーション内

容に沿った課題に基づき、欠席者全員からレポートが提出された。 
 

表 7 渡航前オリエンテーション実施状況 

 実施日・期間 参加学生数

異文化オリエンテーション（夏出発向け） 2015 年 6 月17 日 61 名 
異文化オリエンテーション（冬出発向け） 2015 年11 月 7 日 14 名 
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3) 短期海外研修（オーストラリア・モナシュ大学、中国・北京大学、スペイン・ベルへ

社、韓国・西江大学） 

短期海外研修プログラムは異文化における政治経済、環境、ビジネス課題に触れる過

程で多角的な視点を身につけ、また｢アウェーで実力を発揮できる自信｣を体得すること

を目的としたプログラムであり、一橋大学派遣留学制度の前段階及び後段階として、本学

の学生が海外留学を体系的、段階的に経験できる仕組みの一部を担っている。 
まず、オーストラリアのモナシュ大学における短期海外研修については、2016 年 2 月

20 日に成田空港を出発してから 3 月 20 日に帰国するまでの約 4 週間の日程で行われた。

今年度も法学研究科講師・新見有紀子が研修の担当教員を務めた。例年通り現地での研修

全般に関わる手配と調整は Monash University English Language Centre（MUELC）

が行った。2 月末から 3 月初旬にかけて新見が現地研修視察を行った。また、国際教育交

換協議会（CIEE）日本代表部にも、2015 年 9 月以降に開催された説明会や講義等、現

地での研修前から協力していただいた。研修実施先のモナシュ大学のスタッフの方々の尽

力のもと、コンソーシアムプログラムは毎年改良され、発展してきた。当該コンソーシア

ムプログラム開始から 11 年目となる今年度の参加大学は、お茶の水女子大学、埼玉大学、

東京学芸大学、名古屋大学、大阪大学、九州大学、東京工業大学の 7 校だった。本学か

らは 17 名の学生が参加し、コンソーシアム全体としては 155 名が参加した。本研修は

学部の 1、2 年生を対象として推奨しているが、今年は、就職前に海外留学経験を積みた

いという学部 4 年生と 3 年生が 1 名ずつ参加した。また、一橋大学に留学している学部

正規留学生も 1 名参加し、自らの国際性に磨きをかけていた。学生たちは語学研修と

ホームステイ、現地でのフィールドトリップ、現地で日本語を学んでいる学生との交流

などを通じて、国際的な経験を積むとともに、貴重な学びの機会を得られた。一橋大学

の教務課を主体として実施されてきたモニター留学が今年度から英語Ⅱ・Ⅲとして提供

されるようになったが、それらと対比させることでモナシュ大学における当該短期海外

研修の意義を改めて問い直し、その特性を打ち出して行く必要がある。一橋大学からの

短期派遣留学を増加させていくという方針の中、本取り組みを通じて積み重ねてきた経

験や、実績等を引き続き貴重な資源として、留学支援制度のさらなる発展につなげてい

きたい。 
中国・北京大学における短期海外研修は、海外事務所である中国交流センター及び教

育旅行エージェントの毎日エデュケーションの企画・協力のもと、2016 年 2 月 21 日～3
月 20 日の約 4 週間の日程で実施された。担当教員は、経済学研究科講師・奇春花である。

今年度は学部生 8 名が参加し、北京大学での 4 週間の中国語クラス（すべて午前中）を

柱に、午後は北京大学学生によるチューター補講、中国人家庭訪問、その他さまざまなア

クティビティに参加した。中でも、本学独自の企画である北京駐在如水会 OB による交流

会は今年度も非常に有意義な企画となった。帰国後、中国語の継続的な学習や長期留学へ
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の関心を示す学生もいたことは、当該研修の一つの成果と言えるだろう。今後もより一層

充実した研修を提供したい。 
短期海外研修（スペイン企業派遣）はマドリッドに拠点を置く総合商社ベルへ社と、

一橋大学、韓国中央大学の三者運営による企業派遣プログラムで、本学におけるプログラ

ム運営は国際教育センター教員の阿部仁が担当した。2015 年度は冬季休業期間に 6 名の

学部生が参加し、韓国中央大学の学生 4 名と一緒に 5 週間にわたる企業実習、マネジメ

ント研修、スペイン語研修、在マドリッド日本大使館訪問などを通じ、国際ビジネス環境

において｢アウェーで実力を発揮できる自信｣を体得すると同時に、日韓学生交流を通じ

て相互理解を深めた。 
また、短期海外研修（韓国）は 2016 年 2 月 29 日～3 月 25 日の 4 週間の日程で実施さ

れ、学部生 4 名が参加した。研修は、オリエンテーション、危機管理等を含む事前授業、

韓国での一橋大学独自研修（1 週間）と西江大学による韓国語・韓国学を学ぶ特別短期プ

ログラム（3 週間）の現地研修、そして、研修後の報告会と報告書作成からなる。事前授

業では、韓国についての理解を深める講義、現地でのインタビュー調査の準備、そして、

研修後の報告書作成のための準備を行った。一橋大学独自研修（西江大学での研修が始ま

る 1 週間前にソウル入りし、一橋大学の学生だけで文化体験・一橋大学同窓会組織訪問

等を行う）は、商学研究科講師・渡部由紀が引率し、世界遺産の水原華城をはじめ、青瓦

台、板門店・ＤＭＺ、独立記念館、西大門刑務所博物館などを訪問した。また、同窓会組

織である如水会ソウル支部、韓国総同窓会のそれぞれの関連企業を訪問し座談会及び懇親

会を実施するなど、学生がグローバルな視点で将来を考える機会を提供する一方、現役学

生と同窓会組織の交流に取り組んだ。西江大学の 3 週間の研修では、少人数での会話を

中心とした韓国語教育、西江大学教員による日本語での韓国学（政治、経済、社会、文化

等）に加え、学生間の交流、韓国文化体験などの課外活動が実施された。参加学生は各自

目標を持って研修に参加したが、それぞれが概ね目標を達成し、また、研修に対する全体

的評価も高かった。参加学生は、特に西江大学での研修において、韓国語学習について非

常に高く評価していた。この研修を経て学生が得たコンピテンシーとして、異文化（韓国

文化）に対する興味の深化と学習意欲の高まり、積極性や行動力の向上、また中・長期海

外留学に挑戦したいという気持ちなどが挙げられており、参加者たちはアウェーで実力を

発揮するための素地を得たといえる。 
 
４．授業の提供 

留学生・海外留学相談部門が担当した学部生向けの国際教育関連授業は表 8 の通りで

ある（大学院生向けの授業については日本語教育部門の報告を参照）。 
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表 8 国際教育関連授業の実施状況 

1. 国際交流科目 

科目名（担当者） コマ数 対象 授業内容 時期・時間数

異文化体験ゼミナール 
（阿部） 

2 コマ

／週 
交流学生 講義や体験学習、見学などを通して

日本社会の理解を深め、あわせて日

本文化への適応スキルを習得した。 

夏学期・ 
冬学期開講 

各 60 時間

 
2.全学共通教育科目 

科目名（担当者） コマ数 対象 授業内容 時期・時間数

海外留学と国際教育交流 
（阿部、太田、渡部） 

1 コマ

／週 
学部学生 海外留学を希望する学生を対象にマ

クロな視点から留学を考えるととも

に、海外留学に伴う生活や異文化適

応、留学とキャリアについて自らの

考えを深めた。 

夏学期開講 
30 時間 

留学生理解と国際教育交流 
（渡部・太田・新見） 

1 コマ

／週 
学部学生

 
グローバル化する社会における国際

教 育 交 流 の あ り 方 、 特 に

“Internationalization at Home”に

焦点をあて、大学において異なる文

化背景を持つ者の間で交流また協働

を促進する課題と方法を議論し、考

察した。 

夏学期開講 
30 時間 

海外留学スキル・トレーニング 
（奇、秋庭） 

1 コマ

／週 
学部学生 海外留学で必要になる異文化コミュ

ニケーション・スキルを、グループ

ワーク、ディスカッション、ケース

スタディなどを通じて体系的に習得

した。 

冬学期開講 
30 時間 

短期海外研修 
（豪州・モナシュ大学） 
（新見） 

1 コマ

／週 
学部学生

大学院生

研修前の授業において、モナシュ大

学のスタッフや、前年度研修参加

者、交換留学経験者等を招いたり、

危機管理ケーススタディを行った。 

冬学期開講 
30 時間 

短期海外研修 
（中国・北京大学） 
（奇） 
 

1 コマ

／週 
学部学生

大学院生

事前オリエンテーションでは、中国

人留学生との交流、異文化に関する

講義、また研修と各自の課題プロ

ジェクトの準備を行なった。 

冬学期開講 
30 時間 

短期海外研修 
（スペイン企業派遣） 
（阿部） 

1 コマ/週学部学生

大学院生

マドリッドに拠点を置く総合商社 
ベルへ社と一橋大学との共同運営に 
よる企業実習（英語）で、ビジネスを通

文化体験を味わった。 

冬学期開講 
30 時間 

短期海外研修 
（韓国・西江大学） 
（渡部） 

1 コマ

／週 
学部学生

大学院生

研修前の授業では、１）韓国社会の

理解、２）異文化コミュニケーショ

ンの基本的知識の習得、３）研修成

果をまとめる報告書作成の準備を学

習目標とし、現地での研修に備え

た。 

冬学期開講 
30 時間 

 
（文責、集計：阿部 仁／編集：奇 春花・新見 有紀子・渡部 由紀） 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /Aharoni-Bold
    /Andalus
    /AngsanaNew
    /AngsanaNew-Bold
    /AngsanaNew-BoldItalic
    /AngsanaNew-Italic
    /AngsanaUPC
    /AngsanaUPC-Bold
    /AngsanaUPC-BoldItalic
    /AngsanaUPC-Italic
    /Aparajita
    /Aparajita-Bold
    /Aparajita-BoldItalic
    /Aparajita-Italic
    /ArabicTypesetting
    /ARBERKLEY
    /ARBLANCA
    /ARBONNIE
    /ARCARTER
    /ARCENA
    /ARCHRISTY
    /ARDARLING
    /ARDECODE
    /ARDELANEY
    /ARDESTINE
    /ARESSENCE
    /ARHERMANN
    /Arial-Black
    /Arial-BoldItalicMT
    /Arial-BoldMT
    /Arial-ItalicMT
    /ArialMT
    /ArialNarrow
    /ArialNarrow-Bold
    /ArialNarrow-BoldItalic
    /ArialNarrow-Italic
    /ArialUnicodeMS
    /ARJULIAN
    /Batang
    /BatangChe
    /BookAntiqua
    /BookAntiqua-Bold
    /BookAntiqua-BoldItalic
    /BookAntiqua-Italic
    /BookmanOldStyle
    /BookmanOldStyle-Bold
    /BookmanOldStyle-BoldItalic
    /BookmanOldStyle-Italic
    /BookshelfSymbolSeven
    /BrowalliaNew
    /BrowalliaNew-Bold
    /BrowalliaNew-BoldItalic
    /BrowalliaNew-Italic
    /BrowalliaUPC
    /BrowalliaUPC-Bold
    /BrowalliaUPC-BoldItalic
    /BrowalliaUPC-Italic
    /Calibri
    /Calibri-Bold
    /Calibri-BoldItalic
    /Calibri-Italic
    /Cambria
    /Cambria-Bold
    /Cambria-BoldItalic
    /Cambria-Italic
    /CambriaMath
    /Candara
    /Candara-Bold
    /Candara-BoldItalic
    /Candara-Italic
    /Century
    /CenturyGothic
    /CenturyGothic-Bold
    /CenturyGothic-BoldItalic
    /CenturyGothic-Italic
    /ComicSansMS
    /ComicSansMS-Bold
    /Consolas
    /Consolas-Bold
    /Consolas-BoldItalic
    /Consolas-Italic
    /Constantia
    /Constantia-Bold
    /Constantia-BoldItalic
    /Constantia-Italic
    /Corbel
    /Corbel-Bold
    /Corbel-BoldItalic
    /Corbel-Italic
    /CordiaNew
    /CordiaNew-Bold
    /CordiaNew-BoldItalic
    /CordiaNew-Italic
    /CordiaUPC
    /CordiaUPC-Bold
    /CordiaUPC-BoldItalic
    /CordiaUPC-Italic
    /CourierNewPS-BoldItalicMT
    /CourierNewPS-BoldMT
    /CourierNewPS-ItalicMT
    /CourierNewPSMT
    /DaunPenh
    /David
    /David-Bold
    /DFKaiShu-SB-Estd-BF
    /DilleniaUPC
    /DilleniaUPCBold
    /DilleniaUPCBoldItalic
    /DilleniaUPCItalic
    /DokChampa
    /Dotum
    /DotumChe
    /Ebrima
    /Ebrima-Bold
    /EstrangeloEdessa
    /EucrosiaUPC
    /EucrosiaUPCBold
    /EucrosiaUPCBoldItalic
    /EucrosiaUPCItalic
    /EuphemiaCAS
    /FangSong
    /FranklinGothic-Medium
    /FranklinGothic-MediumItalic
    /FrankRuehl
    /FreesiaUPC
    /FreesiaUPCBold
    /FreesiaUPCBoldItalic
    /FreesiaUPCItalic
    /Gabriola
    /Garamond
    /Garamond-Bold
    /Garamond-Italic
    /Gautami
    /Gautami-Bold
    /Georgia
    /Georgia-Bold
    /Georgia-BoldItalic
    /Georgia-Italic
    /Gisha
    /Gisha-Bold
    /Gulim
    /GulimChe
    /Gungsuh
    /GungsuhChe
    /HGGothicE
    /HGGothicM
    /HGGyoshotai
    /HGKyokashotai
    /HGMaruGothicMPRO
    /HGMinchoB
    /HGMinchoE
    /HGPGothicE
    /HGPGothicM
    /HGPGyoshotai
    /HGPKyokashotai
    /HGPMinchoB
    /HGPMinchoE
    /HGPSoeiKakugothicUB
    /HGPSoeiKakupoptai
    /HGPSoeiPresenceEB
    /HGSeikaishotaiPRO
    /HGSGothicE
    /HGSGothicM
    /HGSGyoshotai
    /HGSKyokashotai
    /HGSMinchoB
    /HGSMinchoE
    /HGSoeiKakugothicUB
    /HGSoeiKakupoptai
    /HGSoeiPresenceEB
    /HGSSoeiKakugothicUB
    /HGSSoeiKakupoptai
    /HGSSoeiPresenceEB
    /Impact
    /IrisUPC
    /IrisUPCBold
    /IrisUPCBoldItalic
    /IrisUPCItalic
    /IskoolaPota
    /IskoolaPota-Bold
    /JasmineUPC
    /JasmineUPCBold
    /JasmineUPCBoldItalic
    /JasmineUPCItalic
    /KaiTi
    /Kalinga
    /Kalinga-Bold
    /Kartika
    /Kartika-Bold
    /KhmerUI
    /KhmerUI-Bold
    /KodchiangUPC
    /KodchiangUPCBold
    /KodchiangUPCBoldItalic
    /KodchiangUPCItalic
    /Kokila
    /Kokila-Bold
    /Kokila-BoldItalic
    /Kokila-Italic
    /LaoUI
    /LaoUI-Bold
    /Latha
    /Latha-Bold
    /Leelawadee
    /Leelawadee-Bold
    /LevenimMT
    /LevenimMT-Bold
    /LilyUPC
    /LilyUPCBold
    /LilyUPCBoldItalic
    /LilyUPCItalic
    /LucidaConsole
    /LucidaSansUnicode
    /MalgunGothic
    /MalgunGothicBold
    /MalgunGothicRegular
    /Mangal
    /Mangal-Bold
    /Marlett
    /Meiryo
    /Meiryo-Bold
    /Meiryo-BoldItalic
    /Meiryo-Italic
    /MeiryoUI
    /MeiryoUI-Bold
    /MeiryoUI-BoldItalic
    /MeiryoUI-Italic
    /MicrosoftHimalaya
    /MicrosoftJhengHeiBold
    /MicrosoftJhengHeiRegular
    /MicrosoftNewTaiLue
    /MicrosoftNewTaiLue-Bold
    /MicrosoftPhagsPa
    /MicrosoftPhagsPa-Bold
    /MicrosoftSansSerif
    /MicrosoftTaiLe
    /MicrosoftTaiLe-Bold
    /MicrosoftUighur
    /MicrosoftYaHei
    /MicrosoftYaHei-Bold
    /Microsoft-Yi-Baiti
    /MingLiU
    /MingLiU-ExtB
    /Ming-Lt-HKSCS-ExtB
    /Ming-Lt-HKSCS-UNI-H
    /Miriam
    /MiriamFixed
    /MongolianBaiti
    /MonotypeCorsiva
    /MoolBoran
    /MS-Gothic
    /MS-Mincho
    /MSOutlook
    /MS-PGothic
    /MS-PMincho
    /MSReferenceSansSerif
    /MSReferenceSpecialty
    /MS-UIGothic
    /MVBoli
    /Narkisim
    /NSimSun
    /Nyala-Regular
    /OCRB
    /PalatinoLinotype-Bold
    /PalatinoLinotype-BoldItalic
    /PalatinoLinotype-Italic
    /PalatinoLinotype-Roman
    /PlantagenetCherokee
    /PMingLiU
    /PMingLiU-ExtB
    /Raavi
    /Rod
    /SakkalMajalla
    /SakkalMajallaBold
    /SegoePrint
    /SegoePrint-Bold
    /SegoeScript
    /SegoeScript-Bold
    /SegoeUI
    /SegoeUI-Bold
    /SegoeUI-BoldItalic
    /SegoeUI-Italic
    /SegoeUI-Light
    /SegoeUI-SemiBold
    /SegoeUISymbol
    /ShonarBangla
    /ShonarBangla-Bold
    /Shruti
    /Shruti-Bold
    /SimHei
    /SimplifiedArabic
    /SimplifiedArabic-Bold
    /SimplifiedArabicFixed
    /SimSun
    /SimSun-ExtB
    /Sylfaen
    /SymbolMT
    /Tahoma
    /Tahoma-Bold
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
    /TraditionalArabic
    /TraditionalArabic-Bold
    /Trebuchet-BoldItalic
    /TrebuchetMS
    /TrebuchetMS-Bold
    /TrebuchetMS-Italic
    /Tunga
    /Tunga-Bold
    /Utsaah
    /Utsaah-Bold
    /Utsaah-BoldItalic
    /Utsaah-Italic
    /Vani
    /Vani-Bold
    /Verdana
    /Verdana-Bold
    /Verdana-BoldItalic
    /Verdana-Italic
    /Vijaya
    /Vijaya-Bold
    /Vrinda
    /Vrinda-Bold
    /Webdings
    /Wingdings2
    /Wingdings3
    /Wingdings-Regular
    /ZWAdobeF
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 2400
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages false
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 2400
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages false
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 2400
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages false
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [1200 1200]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


